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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公表番号】特表2020-522591(P2020-522591A)
【公表日】令和2年7月30日(2020.7.30)
【年通号数】公開・登録公報2020-030
【出願番号】特願2019-566723(P2019-566723)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ   4/02     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/61     (2018.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/63     (2018.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/70     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/56     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/88     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ    4/02     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/61     　　　　
   Ｃ０９Ｄ    7/63     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/70     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/56     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/88     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/74     　　　　

【手続補正書】
【提出日】令和3年6月3日(2021.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ナノ構造体組成物であって、
　（ａ）少なくとも１つのナノ構造体の集合における約２０～約１００モルパーセントの
リガンドが、アミン、チオール、又はシアノ官能基を含むリガンドを含む、少なくとも１
つのナノ構造体の集合と、
　（ｂ）アクリレート、メタクリレート、又はチオール官能性化合物である、少なくとも
１つの有機樹脂と、
　（ｃ）イタコン酸、ジフェニルホスフィン酸、ジイソオクチルホスフィン酸、ビス（メ
タクリロキシエチル）ホスフェート、又はデセス－４ホスフェートを含む、少なくとも１
つの安定化添加剤と、
　を含み、前記ナノ構造体組成物は少なくとも１時間安定である、ナノ構造体組成物。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのナノ構造体の集合は、ＩｎＰ、ＩｎＺｎＰ、ＩｎＧａＰ、ＣｄＳ
ｅ、ＣｄＳ、ＣｄＳＳｅ、ＣｄＺｎＳｅ、ＣｄＺｎＳ、ＺｎＳｅ、ＺｎＳＳｅ、ＩｎＡｓ
、ＩｎＧａＡｓ、及びＩｎＡｓＰからなる群から選択されるコアを含む、請求項１に記載
のナノ構造体組成物。
【請求項３】
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　前記少なくとも１つの有機樹脂は、チオール官能性化合物である、請求項１に記載のナ
ノ構造体組成物。
【請求項４】
　前記少なくとも１つの有機樹脂は、アクリレートである、請求項１に記載のナノ構造体
組成物。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの有機樹脂は、ペンタエリスリトールテトラキス（３－メルカプト
プロピオネート）、ペンタエリスリトールテトラキス（３－メルカプトブチレート）、ト
リメチロールプロパントリ－（３－メルカプトプロピオネート）、グリコールジ－（３－
メルカプトプロピオネート）、ペンタエリスリトールテトラメルカプトアセテート、トリ
メチロールプロパントリメルカプトアセテート、グリコールジメルカプトアセテート、エ
トキシ化トリメチルプロパントリ（３－メルカプトプロピオネート）７００、エトキシ化
トリメチルプロパントリ（３－メルカプトプロピオネート）１３００、プロピレングリコ
ール３－メルカプトプロピオネート８００、及びプロピレングリコール３－メルカプトプ
ロピオネート２２００からなる群から選択される、請求項１に記載のナノ構造体組成物。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの有機樹脂は、イソボルニルアクリレート、テトラヒドロフルフリ
ルアクリレート、エトキシ化フェニルアクリレート、ラウリルアクリレート、ステアリル
アクリレート、オクチルアクリレート、イソデシルアクリレート、トリデシルアクリレー
ト、カプロラクトンアクリレート、ノニルフェノールアクリレート、環状トリメチロール
プロパンホルマールアクリレート、メトキシポリエチレングリコールアクリレート、メト
キシポリプロピレングリコールアクリレート、ヒドロキシエチルアクリレート、ヒドロキ
シプロピルアクリレート、及びグリシジルアクリレートからなる群から選択される、請求
項１に記載のナノ構造体組成物。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの有機樹脂は、トリシクロデカンジメタノールジアクリレート、ジ
オキサングリセロールジアクリレート、１，６－ヘキサンジオールジアクリレート、３－
メチル１，５－ペンタンジオールジアクリレート、トリプロピレングリコールジアクリレ
ート、ネオペンチルグリコールジアクリレート、ジメチロールトリシクロデカンジアクリ
レート、１，４－ジヒドロキシメチルシクロヘキサンジアクリレート、２，２－ビス（４
－ヒドロキシシクロヘキシル）プロパンジアクリレート、及びビス（４－ヒドロキシシク
ロヘキシル）メタンジアクリレートからなる群から選択される、請求項１に記載のナノ構
造体組成物。
【請求項８】
　２つの有機樹脂を含むナノ構造体組成物であって、１つの有機樹脂は、ペンタエリスリ
トールテトラキス（３－メルカプトプロピオネート）であり、１つの有機樹脂は、トリシ
クロデカンジメタノールジアクリレートである、請求項１に記載のナノ構造体組成物。
【請求項９】
　光開始剤を更に含むナノ構造体組成物であって、前記光開始剤は、エチル－（２，４，
６－トリメチルベンゾイル）フェニルホスフィネートである、請求項１に記載のナノ構造
体組成物。
【請求項１０】
　前記組成物は、少なくとも２４時間安定である、請求項１に記載のナノ構造体組成物。
【請求項１１】
　ナノ構造体組成物を調製する方法であって、前記方法は、
　（ａ）
　（ｉ）少なくとも１つのナノ構造体の集合と少なくとも１つの安定化添加剤とを含む組
成物を準備することであって、前記少なくとも１つのナノ構造体の集合における約２０～
約１００モルパーセントのリガンドが、アミン、チオール、又はシアノ官能基を含むリガ
ンドを含む、準備すること、及び
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　（ｉｉ）少なくとも１つの有機樹脂を（ａ）（ｉ）の前記組成物と混合することであっ
て、前記少なくとも１つの有機樹脂は、アクリレート、メタクリレート、又はチオール官
能性化合物を含む、混合すること；
　（ｂ）
　（ｉ）少なくとも１つの有機樹脂と少なくとも１つの安定化添加剤とを含む組成物を準
備することであって、前記少なくとも１つの有機樹脂は、アクリレート、メタクリレート
、又はチオール官能性化合物を含む、準備すること、及び
　（ｉｉ）少なくとも１つのナノ構造体の集合を（ｂ）（ｉ）の前記組成物と混合するこ
とであって、前記少なくとも１つのナノ構造体の集合における約２０～約１００モルパー
セントのリガンドが、アミン、チオール、又はシアノ官能基を含むリガンドを含む、混合
すること；又は
　（ｃ）
　（ｉ）少なくとも１つのナノ構造体の集合と少なくとも１つの有機樹脂とを含む組成物
を準備することであって、前記少なくとも１つのナノ構造体の集合における約２０～約１
００モルパーセントのリガンドが、アミン、チオール、又はシアノ官能基を含むリガンド
を含み、前記少なくとも１つの有機樹脂は、アクリレート、メタクリレート、又はチオー
ル官能性化合物を含む、準備すること、及び
　（ｉｉ）少なくとも１つの安定化添加剤を（ｃ）（ｉ）の前記組成物と混合することで
あって、前記少なくとも１つの安定化添加剤は、イタコン酸、ジフェニルホスフィン酸、
ジイソオクチルホスフィン酸、ビス（メタクリロキシエチル）ホスフェート、又はデセス
－４ホスフェートを含む、混合すること；
　を含む方法。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つのナノ構造体の集合は、ＩｎＰ、ＩｎＺｎＰ、ＩｎＧａＰ、ＣｄＳ
ｅ、ＣｄＳ、ＣｄＳＳｅ、ＣｄＺｎＳｅ、ＣｄＺｎＳ、ＺｎＳｅ、ＺｎＳＳｅ、ＩｎＡｓ
、ＩｎＧａＡｓ、及びＩｎＡｓＰからなる群から選択されるコアを含む、請求項１１に記
載の方法。
【請求項１３】
　前記ナノ構造体組成物は、（ａ）（ｉｉ）、（ｂ）（ｉｉ）、又は（ｃ）（ｉｉ）での
前記混合後１時間で４０％未満の粘度増加を有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ナノ構造体組成物は、（ａ）（ｉｉ）、（ｂ）（ｉｉ）、又は（ｃ）（ｉｉ）での
前記混合後２４時間で４０％未満の粘度増加を有する、請求項１１に記載の方法。
【請求項１５】
　ナノ構造体フィルム層であって、
　（ａ）少なくとも１つのナノ構造体の集合における約２０～約１００モルパーセントの
リガンドが、アミン、チオール、又はシアノ官能基を含むリガンドを含む、少なくとも１
つのナノ構造体の集合と、
　（ｂ）アクリレート、メタクリレート、又はチオール官能性化合物である、少なくとも
１つの有機樹脂と、
　（ｃ）イタコン酸、ジフェニルホスフィン酸、ジイソオクチルホスフィン酸、ビス（メ
タクリロキシエチル）ホスフェート、又はデセス－４ホスフェートを含む、少なくとも１
つの安定化添加剤と、
　を含み、前記ナノ構造体フィルム層は少なくとも１時間安定であるナノ構造体フィルム
層。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのナノ構造体の集合は、ＩｎＰ、ＩｎＺｎＰ、ＩｎＧａＰ、ＣｄＳ
ｅ、ＣｄＳ、ＣｄＳＳｅ、ＣｄＺｎＳｅ、ＣｄＺｎＳ、ＺｎＳｅ、ＺｎＳＳｅ、ＩｎＡｓ
、ＩｎＧａＡｓ、及びＩｎＡｓＰからなる群から選択されるコアを含む、請求項１５に記
載のナノ構造体フィルム層。



(4) JP 2020-522591 A5 2021.7.26

【請求項１７】
　前記少なくとも１つの有機樹脂は、チオール官能性化合物である、請求項１５に記載の
ナノ構造体フィルム層。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つの有機樹脂は、アクリレートである、請求項１５に記載のナノ構造
体フィルム層。
【請求項１９】
　２つの有機樹脂を含むナノ構造体フィルム層であって、１つの有機樹脂は、ペンタエリ
スリトールテトラキス（３－メルカプトプロピオネート）であり、１つの有機樹脂は、ト
リシクロデカンジメタノールジアクリレートである、請求項１５に記載のナノ構造体フィ
ルム層。
【請求項２０】
　前記ナノ構造体フィルム層は、少なくとも２４時間安定である、請求項１５に記載のナ
ノ構造体フィルム層。
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